
平成２９年度　　決　算　（単位：円）

収入の部 3,071,504

市 社 協 支 出 金 1,447,605

賛 助 会 費 収 入 287,000

寄 付 金 収 入 150,000

雑 収 入 620,719

繰 越 金 566,180

支出の部 2,540,216

運 営 費 195,582

基 本 事 業 費 1,342,467

先 駆 的 事 業 費 30,002

敬 老 会 事 業 費 56,339

自 主 事 業 費 435,826

共 済 事 業 費 460,000

予 備 費 20,000

次年度繰越金 531,288

平成３０年度　　予　算　（単位：円）

収入の部 2,700,188

市 社 協 支 出 金 1,446,700

賛 助 会 費 収 入 250,000

寄 付 金 収 入 1,000

雑 収 入 471,200

繰 越 金 531,288

支出の部 2,700,188

運 営 費 350,000

基 本 事 業 費 1,266,000

先 駆 的 事 業 費 60,000

自 主 事 業 費 150,000

共 済 事 業 費 460,000

新 規 事 業 費 350,000

予 備 費 64,188

全地区合同　　　　アネッサ　　　　１１月２３日

ふれあい会食会　（原則第４水曜日）会場：姉崎公民館

開 催 日 行　事　内　容

30年　  　7月25日　　交通安全教室

8月22日 座ってできる体操/防犯講話

9月26日 男声コーラスの魅力

10月24日 健康について/沖縄舞踊鑑賞

11月21日 腰痛とひざ痛について

12月12日 うた/ビンゴ大会

31年　  　1月23日　　リコーダーと歌おう

2月27日 座って体操とフラダンス

3月13日 （未定）

ふれあい茶話会　（原則第２金曜日）会場：アネッサ

開 催 日 行　事　内　容

30年　  　7月13日　 南京玉すだれ

8月10日 脳トレーニング

9月14日 ウクレレ演奏と歌

10月19日 日本舞踊と演奏

11月 9日 予防救急講座

12月 7日 手品

31年　  　1月18日　　音楽祭 

　　　　　2月 8日 映画鑑賞

3月15日 騙されないための講座

子育てサロンわくわく(原則第３金曜日）会場：姉崎公民館

開 催 日 行　事　内　容

30年　  　7月20日　 ＡＥＤ使用体験、救急救命法

8月17日 ３Ｂ体操体験

9月21日 手形をペッタン（絵本＋手形）

10月19日 ミニ運動会

11月16日 （未定）

12月21日 お楽しみ会

31年　  　1月18日　　ベビーマッサージ体験

2月15日 読み聞かせと紙工作（お雛様と兜作り）

3月15日 コンサート

広報誌「そよ風」　（年２回発行）

30年　  　7月 「そよ風」　第５０号

　　　 　12月 「そよ風」　第５１号

平成３０年度事業計画

福　祉　バ　ザ　ー

各　部　会　活　動
役　職　名 氏　　名 所　属　団　体　等

顧　問 安藤　久 前会長

会　長 相川　敏子 民生児童委員協議会

副会長（事業担当） 川上　孝江 　〃

副会長 桃尾　英宣 町会長会

　〃 黒川　実男 小域福祉ＮＷ（青葉台）

会計部長 桐谷　徹 民生児童委員協議会

会計担当 齋藤　浩子 　〃

事業部長 刈米　義文 　〃

事業副部長 水田　葉子 子育て家庭支援員協議会

　〃 本多　みつ子 更生保護女性会

事務部長 佐藤　繁 民生児童委員協議会

事務担当 田丸　惠子 　〃

理　事 吉成　正司 町会長会

　〃 窪園　正二 　〃

　〃 田中　功夫 　〃

　〃 寺田　喜昭 　〃

　〃 小泉　豊 　〃

　〃 石井　直 　〃

　〃 青木　律子 民生児童委員協議会

　〃 安藤　敏子 　〃

　〃 大山　加代子 　〃

　〃 窪園　和子 　〃

　〃 田丸　貞子 　〃

　〃 川又　昇造 小域福祉ＮＷ（明神小）

　〃 脇田　靖 小域福祉ＮＷ（姉崎小）

　〃 岩撫　幸子 食生活改善協議会

　〃 藤沢　朝代 子育て家庭支援員協議会

　〃 早坂　貴子 　〃

　〃 中島　宗光 遺族会

　〃 坂本　範子 更生保護女性会

　〃 坂本　宏美 明るい選挙推進協議会

　〃 中島　光孝 地域包括支援センター

　〃 中西　英広 青少年相談員連絡協議会

　〃 北原　哲郎 企業（出光興産）

　〃 諏訪　孝明 姉崎公民館

　〃 市川　博文 地域行政機関

会食会部会長 鮎川　典雄 民生児童委員協議会

広報部会長 山本　芳夫 　〃

茶話会部会長 鈴江　順子 更生保護女性会

子育てサロン部会長 水田　葉子 （常任理事兼務）

監　事 進藤　和江 保護司会

　〃 田丸　浩 民生児童委員協議会

姉　　崎　　地　　区　　役　　員

平成３０年７月１日 そ よ 風 第５０号 （１）

相
川
会
長
が
就
任
し
て
二
年
目
と
な

る
に
あ
た
り
ご
挨
拶
と
、
今
後
進
め
る

主
な
事
業
に
つ
い
て
、
編
集
部
で
お
聞

き
し
ま
し
た
。

『
日
頃
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
並
び
に
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
お

力
添
え
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
、
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
住
民
や
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
者

が
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
地
域
社

会
に
お
け
る
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
、
心
豊
か
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
や
、
,

人
と
人
と
が
繋
が
り
、
困
っ
た
時
に
は

助
け
合
う
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」

そ
し
て
お
互
い
を
認
め
合
い
支
え
合
う

「
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
社
会

福
祉
協
議
会
関
係
者
一
同
、
更
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
今
ま
で
以
上

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
』

Ｑ
「
相
談
事
業
」
と
は
？

Ａ
「
何
処
へ
誰
に
相
談
し
て
良
い
か
解

ら
な
い
」
と
き
、
ま
ず
は
ア
ネ
ッ
サ

の
毎
月
第
一
水
曜
日
（
原
則
）
開
催

の
社
会
福
祉
協
議
会
「
相
談
所
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
話
を
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

Ｑ
「
通
い
の
場
」
と
は
？

Ａ

高
齢
者
が
毎
月
（
当
面
）
身
近
に

集
い
、
参
加
・
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
に
行
く
、
親
し
み
や

す
く
仲
間
意
識
が
持
て
る
よ
う
に
な

る
場
所
の
提
供
で
す
。
求
め
ら
れ
る

効
果
と
し
て
は
、

①
健
康
・
生
き
が
い
。
（
軽
い
運
動
を

し
た
り
、
楽
し
く
過
ご
す
）

②
閉
じ
こ
も
り
防
止
・
地
域
住
民
と
の

交
流
。
（
定
期
的
に
出
か
け
、
地
域

の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
）

③
地
域
の
つ
な
が
り
・
住
民
と
の
助
け

合
い
が
あ
り
ま
す
。
（
交
流
が
活
発

に
な
り
、
困
っ
た
時
は
助
け
合
う
）

発 行

姉崎地区社会福祉協議会

事務局
姉崎保健福祉センター内

（ ア ネ ッ サ ）

市 原 市 椎 津 １ １ ３ １
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姉 崎 地 区（前年同期比）

世帯数 14,153 (＋68) 世帯

人 口 29,340 (-247) 人

男 15,348 (-115) 人

女 13,992 (-132) 人

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 現 在

美味しいですねえ♪

昨年11月の300回記念ふれあい会食会

＊基本事業費とは、各部会や福祉バザー、小域福祉ネッ
トワーク、役員研修等の活動費です。

＊先駆的事業費とは、新しく取り組む事業に配分される

予算で、相談支援事業や災害支援事業が該当します。

＊自主事業費とは、地域交流事業の活動推進費です。

門前市への出店が該当します。

＊共済事業費とは、地区社会福祉協議会を構成する１4

団体への活動助成金です。

＊敬老会事業は廃止となりました。

市長もお祝いに駆けつけ…



姉崎地区は３９の町会があります。各町会の活動が円滑に

行えるよう私たち役員一同、力を合わせて頑張ります。

平成３０年７月１日 そ よ 風 第５０号 （２）

青
葉
台
四
丁
目

町
会
長

田
中

功
夫

毎
月
第
二
日
曜
日
８
時
半

～
９
時
15
分
の
間
、
青
葉
台

四
丁
目
の
唯
一
の
公
園
で
あ

る
「
堰
頭
（
せ
き
が
し
ら
）

公
園
」
に
、
清
掃
活
動
を
し

て
い
る
高
齢
者
集
団
が
あ
る
。

青
葉
台
四
丁
目
睦
会
の
14
名

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

青
葉
睦
会
は
全
体
で
百
四

十
名
が
属
し
て
お
り
、
サ
ー

ク
ル
活
動
（
７
部
会
）
、
文

化
作
品
展
、
年
３
回
の
旅
行

や
懇
親
会
、
月
１
回
の
社
会

奉
仕
（
自
治
会
館
周
辺
の
清

掃
）
で
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

そ
の
下
部

組
織
で
あ
る

四
丁
目
睦
会

は
、
単
独
で

堰
頭
公
園
の
美
化
活
動
を
市

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
。
春

は
側
溝
や
桜
の
落
葉
清
掃
、

夏
は
暑
い
盛
り
の
側
溝
の
泥

浚
い
、
秋
は
45
リ
ッ
ト
ル
袋

25
杯
分
に
も
な
る
落
葉
清
掃
、

冬
は
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
で

の
枯
れ
枝
拾
い
に
汗
を
流
し

て
い
る
。

市
で
は
新
た
な
事
業
と
し

て
「
通
い

の
場
」
作

り
を
提
案

し
て
い
る
。

青
葉
台
は

自
助
、
近

所
、
共
助

の
意
識
が

高
く
、
各

種
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
地
域
を

支
え
て
い
る
。
た
だ
、
ご
多

分
に
も
れ
ず
高
齢
化
や
夫
婦

共
稼
ぎ
の
環
境
変
化
の
中
、

後
継
者
発
掘
・
育
成
が
課
題

で
あ
る
。
子
供
か
ら
青
年
・

壮
年
・
高
齢
者
と
脈
々
と
流

れ
る
良
き
伝
統
を
守
る
た
め

に
、
今
後
も
「
自
ら
が
楽
し

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を

し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

堰
頭
公
園
で
姿
を
見
か
け
た

ら
、
お
声
掛
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

困りごとがあったら、お一人で悩まず

お気軽にご相談ください。

開催日・時間

毎月第一水曜日
13：00～16：00

場所：アネッサ相談室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
た
い
よ
う
」
で
は
、
市
原
市

か
ら
の
委
託
を
受
け
、
姉
崎
地

区
・
青
葉
台
地
区
・
有
秋
地
区

に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
日
々
運
営
し

て
お
り
ま
す
。

相
談
内
容
は
介
護
保
険
制
度

説
明
や
、
介
護
予
防
に
留
ま
ら

ず
、
権
利
擁
護
や
生
活
困
窮
等

様
々
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
関

係
機
関
と
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
及
び
介
護
予
防
の
取
り

組
み
普
及
・
啓
発
の
為
に
、
定

期
的
な
会
議
開
催
や
、
町
内
会
、

自
治
会
館
、
公
民
館
へ
の
出
前

講
座
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
在
宅
で
介
護
さ

れ
て
い
る
方
に
、
介
護
技
術
講

座
を
開
催
し
た
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
の

顔
の
見
え
る

関
係
構
築
の

為
に
、
定
期

的
な
意
見
交

換
会
も
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

日
々
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
っ
て
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
良
い
の
？
」
と
思
わ
れ
る
こ

と
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
声
掛
け
下
さ
い
。

介
護
の
悩
み
は
、
ひ
と
り
で

抱
え
て
い
て
も
、
な
か
な
か
答

え
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
共
に
考

え
さ
せ
て
下
さ
い
。

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

毎
月
、
第
一
水
曜
日
の

午
後
は
カ
ラ
オ
ケ
健
康
会

の
開
催
日
で
す
。

こ
の
日
も
新
緑
に
包
ま

れ
た
椎
津
会
館
へ
と
会
員

が
続
々
と
集
い

ま
す
。
や
が
て
、

た
た
み
張
り
の

床
に
座
卓
を
コ

の
字
型
に
並
べ
、

正
面
に
は
カ
ラ

オ
ケ
の
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
す
る
な

ど
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
カ
ラ
オ

ケ
会
の
会
場
づ

く
り
が
始
ま
り

ま
す
。
い
つ
も

静
か
な
会
館
に

か
け
声
と
笑
い

声
が
響
き
わ
た

り
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
健
康
会
は
鶴

牧
会
（
駒
ケ
崎
町
の
老
人

会
）
の
活
動
の
一
つ
で
す
。

毎
年
二
回
の
親
睦
旅
行
や

芋
煮
会
な
ど
行
い
ま
す
が
、

せ
め
て
月
一
回
は
会
員
が

集
い
、
楽
し
む
場
所
を
と

考
え
て
作
っ
た
会
で
す
。

こ
れ
ま
で
一
年
二
ケ
月
続

い
て
い
ま
す
。
毎
回
二
十

数
名
の
会
員
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

内
容
は
、
口
腔
体
操
か

ら
始
ま
っ
て
、
歌
へ
続
き
、

演
歌
、
童
謡
、
ポ
ッ
プ
ス

な
ん
で
も
。
興
に
乗
っ
て

踊
る
人
も
、
ま
た
、
聞
く

だ
け
を
楽
し
む
会
員
も
い

ま
す
。
時
間
が
あ
れ
ば
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
も
し
ま
す
。

こ
の
会
の
自
慢
は
、
会

員
が
自
ら
会
場
設
営
、
飲

み
物
や
お
や
つ
の
用
意
、

カ
ラ
オ
ケ
機
器
の
操
作
な

ど
、
す
べ
て
共
同
作
業
で

行
い
、
心
の
つ
な
が
り
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

う
た
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ

て
、
身
も
心
も
健
や
か
に
！

こ
れ
が
こ
の
会
の
ね
ら
い

で
す
。

し
か
し
、
参
加
者
は
全

会
員
の
一
部
で
す
。
こ
の

機
運
を
広
め
る
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

駒ヶ崎町会・鶴牧会会長 田中 慶征

５月のカラオケ健康会

椎 津 会 館

た
い
よ
う

事

業

の

紹

介

地区社協 困りごと相談所

【ス
タ
ッ
フ
紹
介
】

◆
管
理
者
の
中
島
光
孝
で
す
。

些
細
な
ご
相
談
で
も
ひ
と

り
で
家
族
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
一
緒
に
悩
み
を
共
有

化
し
ま
し
ょ
う
。

◆
社
会
福
祉
士
の
津
田
智
惠

で
す
。

ご
相
談
者
様
と
一
緒
に
、

問
題
解
決
に
努
め
て
い
き

ま
す
！

◆
社
会
福
祉
士
の
横
内
美
恵

で
す
。

様
々
な
ご
相
談
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
看
護
師
の
西
畑
幸
子
で
す
。

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◆
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

林
多
賀
子
で
す
。

高
齢
の
方
々
が
安
心
し
て

生
活
出
来
る
地
域
づ
く
り

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

◆
事
務
員
の
根
本
智
恵
美
で

す
。

皆
様
の
ご
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

スタッフ全員集合！

町

会

だ

よ

り

所
在
地

市
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英
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吉
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司
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青
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台
六
丁
目
）

副
会
長

窪
園

正
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（
富
士
見
第
二
）

会

計

田
中

功
夫

（
青
葉
台
四
丁
目
）

監

事

寺
田

喜
昭

（
下
田
）

監

事

小
泉

豊

（
山
新
）

監

事

石
井

直

（
三
ケ
郷
）

代
表
顧
問

廣
瀬

保
夫

（
姉
崎
仲
町
）

地域づくりが生きがいづくりに

富
樫

一
貴

さ
ん

は
じ
め
ま
し
て
、
ア
ネ
ッ

サ
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
務
め
て
い
ま
す
富
樫

一
貴
と
申
し
ま
す
。
今
年

度
か
ら
、
前
任
者
大
槻
さ

ん
を
引
き
継
ぎ
、
有
秋
地

区
の
担
当
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で

ご
ざ
い
ま
す

が
、
宜
し
く

お
願
い
致
し

ま
す
。

新
任
者
の
ご
紹
介

大
槻

喬
人

さ
ん

こ
の
度
の
定
期
異
動
で
、

「
サ
ン
ハ
ー
ト
」
に
異
動

さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
職

場
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

転
出
者
の
ご
紹
介

姉崎台「たいよう」事務所

姉崎地区社会福祉協議会の活

動費として、皆さまからの賛助

金が重要な資金源になります。

「アネッサ」が窓口になりま

すので、団体・個人を問わず、

皆様のご協力をお願いします。

賛助会費に

ご理解と

ご協力を！

ご寄付をいただきました

橘 無我（妙経寺住職）様

ありがとう

ございました

７７，０００円

今
回
の
そ
よ
風
は
節
目
の
50

号
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
年
2

回
の
発
行
で
す
か
ら
初
版
は
25

年
前
・
・
・

市
長
も
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
創
刊
号
以
来
、
豊
富
で
タ
イ

ム
リ
ー
な
内
容
は
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
単
色
、
２
色
、
カ
ラ
ー

印
刷
、
ま
た
原
稿
の
内
作
化
へ

の
変
遷
も
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
編
集
に
携
わ
っ
て
き

た
諸
先
輩
方
の
ご
苦
労
に
心
か

ら
感
謝
し
た
い
。

更
に
号
を
積
み
重
ね
、
50
号

を
通
過
点
と
し
、
今
後
も
よ
り

紙
面
を
充
実
さ
せ
、
皆
様
に
ご

愛
読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
新

た
な
決
意
で
頑
張
ろ
う
。

㋳

アネッサ担当スタッフからのメッセージ


